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はじめに

このマニュアルでは、 Solaris 7 の日本語環境で日本語入力システムを使用して、図
形文字を入力するための、コードと図形文字の対応、各日本語入力システムのコー
ド入力機能を利用する時の注意事項について説明します。

日本語文字コードに関する詳細については、「JFP ユーザーズガイド」を参照して
ください。

内容の紹介

� 第 1 章

この表は、区点番号を利用して、日本語 EUC コードセット 1 の図形文字を入力
する際に利用します。

� Wnn6 では、区点番号入力ウィンドウで利用します。

� ATOK8では、区点コード入力で利用します。

� cs00 では、区点コード入力で利用します。

� 第 2 章

この表は、区点番号を利用して、日本語 EUC コードセット 3 の図形文字を入力
する際に利用します。

� Wnn6 では、補助漢字区点入力ウィンドウで利用します。

� ATOK8では、補助漢字を扱うことができないため、この表は利用しません。
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� cs00 では、補助の区点コード入力で利用します。

� 第 3 章

この表は、PC 漢字コードの 16進数表現を利用して入力する際に利用します。

� Wnn6 では、PC 漢字 16 進コード入力ウィンドウで利用します。

� ATOK8では、シフト JIS コード入力で利用します。

� cs00 では、この表は利用しません。

� 付録 A

� ja_JP.UTF-8ロケールで日本語を入力する際の留意点について記述していま
す。

� 付録 B

� ja_JP.PCK ロケールで日本語を区点番号または 16進コードで入力する際の
留意点について記述しています。
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第 1 章

日本語 EUC コードセット 1 一覧

「日本語 EUC コードセット 1」は、JIS X 0208-1990 図形文字集合に特殊記号を追加
した (13 区に割り当てた) ものです。ここに示す表は、区点番号のみ示しています。
日本語 EUC 16 進数表現を知るには、kanji(1) コマンドを利用すると便利です。
なお、13 区の領域は将来変更する可能性があります。
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*

図 1–1 日本語 EUC コードセット 1 一覧

* 13 区にある文字は特殊記号
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図 1–2 日本語 EUC コードセット 1 一覧

* 13 区にある文字は特殊記号

日本語 EUC コードセット 1 一覧 3



図 1–3 日本語 EUC コードセット 1 一覧

* 13 区にある文字は特殊記号
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図 1–4 日本語 EUC コードセット 1 一覧

日本語 EUC コードセット 1 一覧 5



図 1–5 日本語 EUC コードセット 1 一覧
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図 1–6 日本語 EUC コードセット 1 一覧

日本語 EUC コードセット 1 一覧 7



図 1–7 日本語 EUC コードセット 1 一覧

‡ 85 区から 94 区までユーザー定義文字
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図 1–8 日本語 EUC コードセット 1 一覧

‡ 85 区から 94 区までユーザー定義文字

日本語 EUC コードセット 1 一覧 9



図 1–9 日本語 EUC コードセット 1 一覧

‡ 85 区から 94 区までユーザー定義文字

10 日本語入力用図形文字コード表 ♦ 1998 年 11月



第 2 章

日本語 EUC コードセット 3 一覧

「日本語 EUC コードセット 3」は、JIS X 0212-1990 文字集合に JIS X 0212-1990 に含
ま れない IBM 拡張文字を追加した (割り当てた) ものです。 ここに示す表は、区点
番号のみ示しています。日本語 EUC 16 進数表現を知るには、kanji(1) コマンド
を利用すると便利です。 なお、83/84 区の領域は将来変更する可能性があります。
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図 2–1 日本語 EUC コードセット 3 一覧
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図 2–2 日本語 EUC コードセット 3 一覧

日本語 EUC コードセット 3 一覧 13



図 2–3 日本語 EUC コードセット 3 一覧
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図 2–4 日本語 EUC コードセット 3 一覧

日本語 EUC コードセット 3 一覧 15



図 2–5 日本語 EUC コードセット 3 一覧
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図 2–6 日本語 EUC コードセット 3 一覧

日本語 EUC コードセット 3 一覧 17



図 2–7 日本語 EUC コードセット 3 一覧

* 84 区にある文字は IBM 拡張文字

‡ 85 区から 94 区までユーザー定義文字
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図 2–8 日本語 EUC コードセット 3 一覧

* 84 区にある文字は IBM 拡張文字

‡ 85 区から 94 区までユーザー定義文字

日本語 EUC コードセット 3 一覧 19



図 2–9 日本語 EUC コードセット 3 一覧

* 83、84 区にある文字は IBM 拡張文字

‡ 85 区から 94 区までユーザー定義文字
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第 3 章

PCK コード一覧

PC 漢字 (PCK) 図形文字集合は、JIS X 0208-1990 図形文字集合、 特殊記号、NEC 選
定 IBM 拡張文字、IBM 拡張文字により構成されています。
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図 3–1 PCK コード文字集合一覧

22 日本語入力用図形文字コード表 ♦ 1998 年 11月



図 3–2 PCK コード文字集合一覧

* 8740 から 879F までの文字は特殊記号

PCK コード一覧 23



図 3–3 PCK コード文字集合一覧
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図 3–4 PCK コード文字集合一覧

PCK コード一覧 25



図 3–5 PCK コード文字集合一覧
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図 3–6 PCK コード文字集合一覧
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図 3–7 PCK コード文字集合一覧
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図 3–8 PCK コード文字集合一覧

PCK コード一覧 29



図 3–9 PCK コード文字集合一覧

‡ F040 から F57E までユーザー定義文字
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図 3–10 PCK コード文字集合一覧

‡ F580 から F9FC まで ユーザー定義文字

PCK コード一覧 31



図 3–11 PCK コード文字集合一覧

* FA40 から FCFC まで IBM 拡張文字
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付録 A

ja_JP.UTF-8 ロケールでの留意点

日本語入力システムで利用できる文字

ja_JP.UTF-8 ロケールでは、日本語入力システムを利用して、日本語 EUC の文字
集合に含まれる文字を入力できます。日本語 EUC の文字集合に対応するものが
ない文字、例えば中国語や韓国語で使用される文字の多くは、日本語入力システム
では入力できません。日本語 EUC と UTF-8 の文字集合に関しては、『JFP ユー
ザーズガイド』を参照してください。

ユーザー定義文字
ja_JP.UTF-8 ロケールにおいて、日本語入力システムを利用して入力できるユー
ザー定義文字の範囲は次の表の通りです。

表 A–1

日本語入力システム コード範囲

Wnn6、cs00 0xEE8080 から 1880 文字

ATOK8 0xEE8080 から 940 文字

33



ja_JP.UTF-8 コードのユーザー定義文字は、日本語 EUC コードのユーザー定義文
字を順に割り当てた対応となっています。つまり、0xEE8080 から 940 文字が日本語
EUC コードセット 1 のユーザー定義文字、続く 940 文字が日本語 EUC コードセッ
ト 3 のユーザー定義文字に対応しています。

16 進コード入力

日本語入力システム Wnn6、ATOK8 および cs00 は、UTF-8 16 進コード入力および
Unicode 16 進コード入力をサポートしていません。
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付録 B

ja_JP.PCK ロケールでの留意点

この章では、ja_JP.PCK ロケールで日本語を区点番号または 16 進コードで入力す
る際の留意点を記述します。

NEC 選定 IBM 拡張文字

NEC 選定 IBM 拡張文字(0xEB40 ～ 0xEFFC) を入力することはできません。

PCK 16 進入力 (Wnn6)

ja_JP.PCK ロケール で Wnn6 を使用して PCK16 進入力を行う場合、以下の表に示
すコードは入力時に異なるコードに変換され、アプリケーションに渡されます。

入力コード アプリケーションに渡る文字コード 対応する文字

FA54 81CA

FA5B 81E6 ∵
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シフト JIS 入力 (ATOK8)

ja_JP.PCK ロケール で ATOK8 を使用してシフト JIS コード入力を行う場合、以下
の表に示すコードは入力時に異なるコードに変換され、アプリケーションに渡され
ます。 0xF040 ～ 0xF4FC の範囲の文字 (ユーザー定義文字) を入力する場合は、入
力したい文字のコードに対応する EB40 ～ EFFC の範囲のコードを入力します。
なお、ATOK8 では、F040 以降のコード (ユーザー定義文字の領域) を直接入力する
ことはできません。

入力コード アプリケーションに渡る文字コード 対応する文字

FA54 81CA

FA5B 81E6 ∵

入力コード アプリケーションに渡る文字コード

0xEB40 ～ 0xEB7E 0xF040 ～ 0xF07E

0xEB80 ～ 0xEBFC 0xF080 ～ 0xF0FC

0xEC40 ～ 0xEC7E 0xF140 ～ 0xF17E

0xEC80 ～ 0xECFC 0xF180 ～ 0xF1FC

0xED40 ～ 0xED7E 0xF240 ～ 0xF27E

0xED80 ～ 0xEDFC 0xF280 ～ 0xF2FC

0xEE40 ～ 0xEE7E 0xF340 ～ 0xF37E

0xEE80 ～ 0xEEFC 0xF380 ～ 0xF3FC

0xEF40 ～ 0xEF7E 0xF440 ～ 0xF47E

0xEF80 ～ 0xEFFC 0xF480 ～ 0xF4FC
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補助漢字区点番号入力

ja_JP.PCK ロケールで、補助漢字区点番号入力を使用してユーザ定義文字を入力す
る場合、入力する区点番号とアプリケーションに渡る文字コードの対応は、次
のようになります。

入力区点番号 アプリケーションに渡る文字コード

8501 ～ 8563 0xF040 ～ 0xF07E

8564 ～ 8594 0xF080 ～ 0xF09E

8601 ～ 8694 0xF09F ～ 0xF0FC

8701 ～ 8763 0xF140 ～ 0xF17E

8764 ～ 8794 0xF180 ～ 0xF19E

8801 ～ 8894 0xF19F ～ 0xF1FC

8901 ～ 8963 0xF240 ～ 0xF27E

8964 ～ 8994 0xF280 ～ 0xF29E

9001 ～ 9094 0xF29F ～ 0xF2FC

9101 ～ 9163 0xF340 ～ 0xF37E

9164 ～ 9194 0xF380 ～ 0xF39E

9201 ～ 9294 0xF39F ～ 0xF3FC

9301 ～ 9363 0xF440 ～ 0xF47E

9364 ～ 9394 0xF480 ～ 0xF49E

9401 ～ 9494 0xF49F ～ 0xF4FC

ja_JP.PCK ロケールでの留意点 37



16 進数表現のコード入力

ja_JP.PCK ロケールで、16 進コード入力 (ATOK8 では、 JIS コード入力) を使用し
てユーザ定義文字を入力する場合は、入力するコードとアプリケーションに渡る文
字コードの対応は、次のようになります。

入力コード アプリケーションに渡る文字コード

0x7521 ～ 0x755F 0xF040 ～ 0xF07E

0x7560 ～ 0x757E 0xF080 ～ 0xF09E

0x7621 ～ 0x767E 0xF09F ～ 0xF0FC

0x7721 ～ 0x775F 0xF140 ～ 0xF17E

0x7760 ～ 0x777E 0xF180 ～ 0xF19E

0x7821 ～ 0x787E 0xF19F ～ 0xF1FC

0x7921 ～ 0x795F 0xF240 ～ 0xF27E

0x7960 ～ 0x797E 0xF280 ～ 0xF29E

0x7A21 ～ 0x7A7E 0xF29F ～ 0xF2FC

0x7B21 ～ 0x7B5F 0xF340 ～ 0xF37E

0x7B60 ～ 0x7B7E 0xF380 ～ 0xF39E

0x7C21 ～ 0x7C7E 0xF39F ～ 0xF3FC

0x7D21 ～ 0x7D5F 0xF440 ～ 0xF47E

0x7D60 ～ 0x7D7E 0xF480 ～ 0xF49E

0x7E21 ～ 0x7E7E 0xF49F ～ 0xF4FC
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補助漢字区点番号入力

ja_JP.PCK ロケールで、補助漢字区点番号入力 (cs00 では、補助区点 コード入力)

を使用する場合、入力する区点番号とアプリケーション に渡る文字コードの対応
は、次のようになります (対応する文字が表示されていないものは、ユーザ定義文字
です)。なお、この機能は、ATOK8 では、利用できません。

ja_JP.PCK ロケールでの留意点 39
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入力区点番号 アプリケーションに渡る文字コード

8501 ～ 8563 0xF540 ～ 0xF57E

8564 ～ 8594 0xF580 ～ 0xF59E

8601 ～ 8694 0xF59F ～ 0xF5FC

8701 ～ 8763 0xF640 ～ 0xF67E

8764 ～ 8794 0xF680 ～ 0xF69E

8801 ～ 8894 0xF69F ～ 0xF6FC

8901 ～ 8963 0xF740 ～ 0xF77E

8964 ～ 8994 0xF780 ～ 0xF79E

9001 ～ 9094 0xF79F ～ 0xF7FC

9101 ～ 9163 0xF840 ～ 0xF87E

9164 ～ 9194 0xF880 ～ 0xF89E

9201 ～ 9294 0xF89F ～ 0xF8FC

9301 ～ 9363 0xF940 ～ 0xF97E

9364 ～ 9394 0xF980 ～ 0xF99E

9401 ～ 9494 0xF99F ～ 0xF9FC

補助漢字 16 進コード入力

ja_JP.PCK ロケールで、補助漢字 16 進コード入力を使用する場合、 入力するコー
ドとアプリケーションに渡る文字コードの対応は、 次のようになります (対応する
文字が表示されていないものは、 ユーザ定義文字です)。なお、この機能は、Wnn6
で利用できます。
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入力コード アプリケーションに渡る文字コード

0xF5A1 ～ 0xF5DF 0xF540 ～ 0xF57E

0xF5E0 ～ 0xF5FE 0xF580 ～ 0xF59E

0xF6A1 ～ 0xF6FE 0xF59F ～ 0xF5FC

0xF7A1 ～ 0xF7DF 0xF640 ～ 0xF67E

0xF7E0 ～ 0xF7FE 0xF680 ～ 0xF69E

0xF8A1 ～ 0xF8FE 0xF69F ～ 0xF6FC

0xF9A1 ～ 0xF9DF 0xF740 ～ 0xF77E

0xF9E0 ～ 0xF9FE 0xF780 ～ 0xF79E

0xFAA1 ～ 0xFAFE 0xF79F ～ 0xF7FC

0xFBA1 ～ 0xFBDF 0xF840 ～ 0xF87E

0xFBE0 ～ 0xFBFE 0xF880 ～ 0xF89E

0xFCA1 ～ 0xFCFE 0xF89F ～ 0xF8FC

0xFDA1 ～ 0xFDDF 0xF940 ～ 0xF97E

0xFDE0 ～ 0xFDFE 0xF980 ～ 0xF99E

0xFEA1 ～ 0xFEFE 0xF99F ～ 0xF9FC

� 補足

ja_JP.PCK ロケールで日本語入力を入力する際の留意点の多くは、日本語入力シ
ステムが日本語 EUC ロケールで動作していることによります。図 B-1 は、日本
語 EUC コードと PCK コードの変換規則を図示した ものです。
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図 B–1 日本語 ECU コードと PCK コードの変換規則
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